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Ⅱ 調査結果の概要 

１ 「生活全般や消費生活における意識や行動」について 

（１）現在の生活における満足度 
 

問１ あなたは、現在の生活にどの程度満足していますか。 

当てはまるものを１つお選びください。 

 

現在の生活への満足度を聞いたところ、「満足（『満足している』＋『どちらかといえば満足してい

る』）」の割合は61.0％となっている。一方、「不満（『どちらかといえば不満である』＋『不満である』）」

の割合は36.6％となっている。 

過去の調査結果と比較すると、以下の図のような結果になった。 

前回の調査結果と比較して、「不満」（21.2％→36.6％）が15.4ポイント増加している。 

性別にみると、「満足」の割合は「男性」（57.6％）より「女性」（64.0％）の方が高くなっている。 

年齢層別にみると、「満足」の割合は「15～19歳」（79.4％）が最も高く、次いで「80歳以上」（67.1％）、

「20～29歳」（65.0％）の順となっている。（図1－1） 

 

図1－1 現在の生活における満足度 
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今 回 調 査 （5,634人) 61.0 36.6

令和３年11月調査 （5,493人) 78.1 21.2

令和２年11月調査 （5,817人) 66.3 32.0

[ 性 別 ]

男 性 （2,709人) 57.6 39.7

女 性 （2,925人) 64.0 33.7

[ 年 齢 層 別 ]

15 ～ 19 歳 （204人) 79.4 16.7
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60 ～ 69 歳 （996人) 56.9 39.8
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（２）現在の生活の程度 

問２ あなたの現在の生活の程度は、世間一般から見て、どうですか。 

当てはまるものを１つお選びください。 

 

現在の生活の程度を聞いたところ、「上」の割合が1.2％、「中の上」が14.8％、「中の中」が48.1％、

「中の下」が26.8％、「下」が6.6％となっている。 

過去の調査結果と比較すると、以下の図のような結果になった。 

前回の調査結果と比較して、「中の上」（19.5％→14.8％）が4.7ポイント減少し、「中の下」（22.0％

→26.8％）が4.8ポイント増加している。 

性別にみると、「中の下」（男性28.6％、女性25.2％）、「下」（男性7.4％、女性5.9％）は女性より男

性の方が高く、「中の中」（男性45.3％、女性50.7％）は男性より女性の方が高くなっている。 

年齢層別にみると、「上」の割合は「15～19歳」（6.9％）が最も高く、「中の上」の割合は「15～19

歳」（28.9％）、「中の中」の割合は「80歳以上」（50.9％）、「中の下」の割合は「70～79歳」（32.4％）、

「下」の割合は「70～79歳」（7.9％）がそれぞれ最も高くなっている。（図1－2） 

 

図1－2 現在の生活の程度 
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（３）現在意識的にお金をかけているもの 
 

問３ あなたの「お金のかけ方」について、以下の（１）～（３）それぞれについて、（ア）～（ニ）のう

ち当てはまるものを全てお選びください。 

（１） 現在意識的にお金をかけているもの 

（２） 今後（も）お金をかけたいと思っているもの 

（３） 今後（も）節約していきたいと思っているもの 

 

現在意識的にお金をかけているものについて聞いたところ、「食べること」の割合が32.8％と最も高

く、次いで「貯金」（20.5％）、「医療」（18.4％）の順となっている。（複数回答、図1－3①） 

 

図1－3① 現在意識的にお金をかけているもの 

  

(%)

食 べ る こ と

貯 金

医 療

こどもや孫に関する費用（教育・保育等）

理 美 容 ・ 身 だ し な み

健 康 ・ リ ラ ッ ク ス

旅 行

交 際 （ 他 人 と の 飲 食 を 含 む 。 ）

住 ま い

習 い 事 ・ 教 室 ・ 資 格 ・ 自 己 啓 発

運 動 ・ ス ポ ー ツ （ 自 分 で や る こ と ）

投 資 （ 資 産 形 成 ）

フ ァ ッ シ ョ ン

通 信 （ 電 話 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 等 ）
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ペ ッ ト に 関 す る 費 用

参加型のイベント
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ンイベント等）
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（４）今後（も）お金をかけたいと思っているもの 
 

問３ あなたの「お金のかけ方」について、以下の（１）～（３）それぞれについて、（ア）～（ニ）のう

ち当てはまるものを全てお選びください。 

（１） 現在意識的にお金をかけているもの 

（２） 今後（も）お金をかけたいと思っているもの 

（３） 今後（も）節約していきたいと思っているもの 

 

今後（も）お金をかけたいと思っているものについて聞いたところ、「食べること」の割合が39.4％

と最も高く、次いで「貯金」（38.9％）、「旅行」（35.7％）の順となっている。（複数回答、図1－3②） 

 

図1－3② 今後（も）お金をかけたいと思っているもの 
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参加型のイベント
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（５）今後（も）節約していきたいと思っているもの 
 

問３ あなたの「お金のかけ方」について、以下の（１）～（３）それぞれについて、（ア）～（ニ）のう

ち当てはまるものを全てお選びください。 

（１） 現在意識的にお金をかけているもの 

（２） 今後（も）お金をかけたいと思っているもの 

（３） 今後（も）節約していきたいと思っているもの 

 

今後（も）節約していきたいと思っているものについて聞いたところ、「ファッション」の割合が

55.2％と最も高く、次いで「有名人やキャラクター等を応援する活動（グッズ購入等）」（54.1％）、「通

信（電話、インターネット等）」（52.5％）の順となっている。（複数回答、図1－3③） 

 

図1－3③ 今後（も）節約していきたいと思っているもの 
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運 動 ・ ス ポ ー ツ （ 自 分 で や る こ と ）

習 い 事 ・ 教 室 ・ 資 格 ・ 自 己 啓 発
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健 康 ・ リ ラ ッ ク ス

貯 金

特 に な い

無 回 答

55.2

54.1

52.5

51.6

47.8

47.8

46.8

46.0

44.5

42.6

42.0

40.9

40.6

40.0

37.3

37.2

34.5

33.5

30.3

29.9

20.9

9.0

5.3

0 10 20 30 40 50 60

総 数 (Ｎ=5,634人,M.T.=890.3%)



- 12 - 

（６）消費意識や行動について 

問４ あなた自身の消費意識や行動について、以下の項目がどの程度当てはまると思いますか。 

（ア）～（ソ）のそれぞれについて、当てはまるものを１つずつお選びください。 

 

消費意識や行動について聞いたところ、以下の図のような結果になった。 

（ア）～（ソ）の15項目で、「当てはまる（『とても当てはまる』＋『ある程度当てはまる』）」の割

合が高い順にみると、「使い慣れた店舗・サイトを利用する」が74.6％と最も高く、次いで「買う前に

機能・品質・価格等を十分に調べる」（63.1％）、「実際に商品の現物を確認してから買う」（57.5％）

の順となっている。 

一方、「当てはまらない（『あまり当てはまらない』＋『ほとんど・全く当てはまらない』）」の割合

が高い順にみると、「家計簿やアプリで家計管理をする」が65.8％と最も高く、次いで「旅行や舞台鑑

賞、コンサート等、体験にお金を使う」（52.5％）、「衝動買いをする」（47.0％）の順となっている。（図

1－4） 

 

図1－4 消費意識や行動について 

  

N=5,634人

（ア) 買 物 が 好 き 53.3 22.2

（イ) 新 し い 物 が 好 き 36.1 35.4

（ウ) 衝 動 買 い を す る 27.2 47.0
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（７）価値観について 

問５ あなたの価値観について、以下の項目がどの程度当てはまると思いますか。 

（ア）～（ソ）のそれぞれについて、当てはまるものを１つずつお選びください。 

 

価値観について聞いたところ、以下の図のような結果になった。 

（ア）～（ソ）の15項目で、「当てはまる（『とても当てはまる』＋『ある程度当てはまる』）」の割

合が高い順にみると、「ものは大切に使い続けたい」が83.5％と最も高く、次いで「リスクはできるだ

け避けたい」（78.0％）、「家族や友人・知人の役に立ちたい」（76.6％）の順となっている。 

一方、「当てはまらない（『あまり当てはまらない』＋『ほとんど・全く当てはまらない』）」の割合

が高い順にみると、「流行りのものは試してみたい」が41.9％と最も高く、次いで「健康よりも楽しみ

（食事や遊び等）を優先したい」（31.3％）、「費やした時間に対する成果を重視する」（23.7％）の順

となっている。（図1－5） 

 

図1－5 価値観について 
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チャンスと感じたら逃したく
ない

54.6 11.0

（エ) リスクはできるだけ避けたい 78.0 5.5

（オ) 急 な 変 化 は 好 ま な い 66.1 9.2

（カ)
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役に立ちたい

44.8 16.5

（ク)
困っている人・助けが必要な
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34.8
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24.1
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8.5

4.0
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3.1
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5.8
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17.9
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（８）現在と将来について不安や心配の程度 

問６ あなたは、あなた自身の現在や将来について、どのくらい不安や心配を感じていますか。 

（ア）～（コ）のそれぞれについて、当てはまるものを１つずつお選びください。 

 

あなた自身の現在や将来について、どのくらい不安や心配を感じているか聞いたところ、以下の図

のような結果になった。 

（ア）～（コ）の10項目で、「感じる（『とても感じる』＋『ある程度感じる』）」の割合が高い順に

みると、「将来の、筋力や体力の低下」が79.6％と最も高く、次いで「将来の、家計の状況」（72.6％）、

「将来の、もの忘れ等の認知機能の低下」（71.0％）の順となっている。 

一方、「感じない（『あまり感じない』＋『ほとんど・全く感じない』）」の割合が高い順にみると、「現

在の、糖尿病やがん等の病気」が47.8％と最も高く、次いで「現在の、孤独感や孤立感」（45.6％）、「現

在の、もの忘れ等の認知機能の低下」（33.9％）の順となっている。（図1－6） 

 

図1－6 現在と将来について不安や心配の程度 

  

N=5,634人

（ア) 現 在 の 、 家 計 の 状 況 60.8 19.3

（イ) 現 在 の 、 孤 独 感 や 孤 立 感 30.5 45.6

（ウ) 現 在 の 、 筋 力 や 体 力 の 低 下 70.8 14.8

（エ)
現在の、もの忘れ等の認知機能
の低下

42.0 33.9

（オ) 現在の、糖尿病やがん等の病気 30.9 47.8

（カ) 将 来 の 、 家 計 の 状 況 72.6 12.4

（キ) 将 来 の 、 孤 独 感 や 孤 立 感 49.8 26.5

（ク) 将 来 の 、 筋 力 や 体 力 の 低 下 79.6 8.9

（ケ)
将来の、もの忘れ等の認知機能
の低下

71.0 12.3

（コ) 将来の、糖尿病やがん等の病気 63.4 17.4

感じる
（計）

感じない
（計）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)
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24.9

1.1

1.0

0.9

0.9

1.0
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19.2

37.2
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27.5

35.9

30.6

42.4

40.7

35.9

14.0

22.6

10.5

15.7
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18.4

5.8

7.7

10.1

2.8

8.1

3.1

4.6

7.3

1.0

1.0

0.9

1.0

1.1
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く感じないある程度感じるとても感じる

どちらともいえない

あまり感じない

無回答
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（９）ボランティア活動や社会貢献活動への参加状況 

問７(１) あなたの、ボランティア活動や社会貢献活動への参加状況について、当てはまる

ものを１つお選びください。 

 

ボランティア活動や社会貢献活動への参加状況について聞いたところ、「興味がある（『現在参加し

ている』＋『興味はあるが、現在参加していない』）」の割合は39.2％となっている。一方、「参加して

いない」の割合は57.2％となっている。 

年齢層別にみると、「興味がある」の割合は「60～69歳」（45.8％）が最も高く、次いで「15～19歳」

（45.1％）、「50～59歳」（42.7％）の順となっている。（図1－7①） 

 

図1－7① ボランティア活動や社会貢献活動への参加状況 

 

  

無回答

N

総 数 （5,634人) 39.2

[ 性 別 ]

男 性 （2,709人) 38.3

女 性 （2,925人) 39.9

[ 年 齢 層 別 ]

15 ～ 19 歳 （204人) 45.1

20 ～ 29 歳 （446人) 32.5

30 ～ 39 歳 （651人) 32.9

40 ～ 49 歳 （950人) 36.5

50 ～ 59 歳 （969人) 42.7

60 ～ 69 歳 （996人) 45.8

70 ～ 79 歳 （1,017人) 39.3

80 歳 以 上 （401人) 34.4

13.2
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25.1 
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（10）現在参加しているボランティア活動や社会貢献活動 

【問７（１）で「１」と回答された方にお聞きします。】 

問７(２) あなたが、現在参加しているボランティア活動や社会貢献活動について、当ては

まるものを全てお選びください。 

 

問７(１)で「現在参加している」と回答した人（691人）に、現在参加しているボランティア活動や

社会貢献活動について聞いたところ、「地域行事（祭りや催物等）」の割合が51.1％と最も高く、次い

で「地域の美化活動やまちづくり活動」（44.7％）、「交通安全や防犯・防災、災害に関する活動」（24.9％）

の順となっている。（複数回答、図1－7②） 

 

図1－7② 現在参加しているボランティア活動や社会貢献活動 

 

  

(%)

地 域 行 事 （ 祭 り や 催 物 等 ）

地域の美化活動やまちづくり活動

交通安全や防犯・防災、災害に関す
る活動

こどもや青少年の育成に関する活動

高齢者や障害者のサポートに関する
活動（話し相手や身の回りの世話
等）

趣 味 や ス ポ ー ツ 、 学 習 等の 指導

環境保全・自然保護・文化保護活動

そ の 他

外国人や留学生のサポートに関する
活動

農 業 や 工 芸 等 の 技 術 指 導

無 回 答

51.1

44.7

24.9

24.0

19.7

19.4

16.4

6.4

3.5

3.3

1.0

0 10 20 30 40 50 60

総 数 (Ｎ=691人,M.T.=214.3%)
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問７(１)で「現在参加している」と回答した人（691人）に、現在参加しているボランティア活動や

社会貢献活動について、一人当たりの回答した個数をみると、「１個」の割合が39.4％と最も高く、平

均個数は2.1個となっている。（図1－7③） 

 

図1－7③ 現在参加しているボランティア活動や社会貢献活動（個数） 

 

  

     (%)

０　個
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8.7

3.3

1.7

0.7

0.1

0.1

-
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総 数 (Ｎ=691人)

平均個数
（2.1個）



- 18 - 

 

（11）ボランティア活動や社会貢献活動に「興味はあるが、現在参加していない」理由 

【問７（１）で「２」と回答された方にお聞きします。】 

問７(３) 興味はあるが、現在参加していない理由として、当てはまるものを全てお選びく

ださい。 

 

問７(１)で「興味はあるが、現在参加していない」と回答した人（1,515人）に、興味はあるが、現

在参加していない理由について聞いたところ、「時間や気持ちの余裕がない」の割合が68.5％と最も高

く、次いで「参加できる活動の探し方が分からない」（31.9％）、「経済的余裕がない」（31.0％）の順

となっている。（複数回答、図1－7④） 

 

図1－7④ ボランティア活動や社会貢献活動に「興味はあるが、現在参加していない」理由 

 

  

(%)

時 間 や 気 持 ち の 余 裕 が な い

参加できる活動の探し方が分からない

経 済 的 余 裕 が な い

一 緒 に や る 仲 間 が 見 つ か ら な い

周 り に 取 り 組 ん で い る 人 が い な い

健 康 上 の 理 由 、 体 力 に 自 信 が な い

地域やコミュニティと疎遠になっている

他 に や り た い こ と が あ る

新 し い 人 間 関 係 を 作 る の が 面 倒

地 域 に や り た い 活 動 が な い

そ の 他

無 回 答

68.5

31.9

31.0

27.5

25.2

24.6

22.7

22.2

20.0

12.7

1.4

0.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80

総 数 (Ｎ=1,515人,M.T.=288.5%)
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２ 「インターネットやSNSの利用」について 

（１）インターネットの利用状況 
 

問８ あなたは、普段、パソコンやスマートフォン等でインターネットをどの程度利用していますか。 

当てはまるものを 1つお選びください。 

 

普段、パソコンやスマートフォン等でインターネットをどの程度利用しているか聞いたところ、「利

用している（『ほとんど毎日利用している』＋『毎日ではないが定期的に利用している』+『時々利用

している』）」の割合は78.8％となっている。一方、「ほとんど・全く利用していない」の割合は18.0％

となっている。 

性別にみると、「利用している」の割合は「女性」（75.6％）より「男性」（82.2％）の方が高くなっ

ている。 

年齢層別にみると、「利用している」の割合は「20～29歳」（98.2％）が最も高く、次いで「15～19

歳」（97.1％）が高くなっている。一方、「80歳以上」（25.9％）が最も低くなっている。（図2－1） 

 

図2－1 インターネットの利用状況 

 

N
利用し
ている
（計）

総 数 （5,634人) 78.8

[ 性 別 ]

男 性 （2,709人) 82.2

女 性 （2,925人) 75.6

[ 年 齢 層 別 ]

15 ～ 19 歳 （204人) 97.1

20 ～ 29 歳 （446人) 98.2

30 ～ 39 歳 （651人) 96.6

40 ～ 49 歳 （950人) 94.8

50 ～ 59 歳 （969人) 90.9

60 ～ 69 歳 （996人) 79.2

70 ～ 79 歳 （1,017人) 48.9

80 歳 以 上 （401人) 25.9
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（２）インターネットを利用していない理由 

【問８で「４」と回答された方にお聞きします。】 

問９ あなたが、パソコンやスマートフォン等でインターネットを利用していない理由は何

ですか。 

当てはまるものを全てお選びください。 

 

問８で「ほとんど・全く利用していない」と回答した人（1,014人）に、パソコンやスマートフォン

等でインターネットを利用していない理由について聞いたところ、「どのように使えば良いか分からな

いから」の割合が55.2％と最も高く、次いで「必要があれば家族や友人にお願いすることができるか

ら」（52.2％）、「自分の生活には必要ないと思うから」（47.5％）の順となっている。（複数回答、図2

－2） 

 

図2－2 インターネットを利用していない理由 

  

(%)

どのように使えば良いか分からないから

必要があれば家族や友人にお願いするこ
とができるから

自 分 の 生 活 に は 必 要な いと 思う から

情報漏洩や詐偽
さ ぎ

被害等のトラブルに遭
あ

う

のではないかと不安だから

何から始めれば良いか分からないから

機器の購入や利用にかかる料金が高いと
感じるから

余 計 な 手 間 が か か る か ら

以前使おうとした、又は使ってみたこと
があるが、うまく使えなかったから

そ の 他

無 回 答

55.2

52.2

47.5

31.4
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15.5

13.0

1.7

0.6
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総 数 (Ｎ=1,014人,M.T.=266.5%)
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（３）インターネット上で利用しているもの 

【問８で「１」から「３」と回答された方にお聞きします。】 

問 10(１) インターネット上で利用しているものを全てお選びください。 

 

問８で「利用している」と回答した人（4,437人）に、インターネット上で利用しているものについ

て聞いたところ、「情報収集（検索、閲覧）」の割合が92.9％と最も高く、次いで「商品・サービスの

予約や購入」（74.6％）、「動画閲覧（サブスクリプションサービス（※）も含む。）」（62.4％）の順と

なっている。（複数回答、図2－3①） 

 

図2－3① インターネット上で利用しているもの 

 

※サブスクリプションサービスとは、月額料金等の定額を支払うことにより、契約期間中、商品やサー

ビスの利用が可能となるもの。 

(%)

情 報 収 集 （ 検 索 、 閲 覧 ）

商 品 ・ サ ー ビ ス の 予 約 や 購 入

動画閲覧（サブスクリプションサービ
ス（※）も含む。）

SNSや電子メール等を通じたコミュニ
ケーション

電 子 決 済 ・ QR コ ー ド 決 済

オ ン ラ イ ン ゲ ー ム

ネ ッ ト バ ン キ ン グ ・ 振 込

オークションやフリマサイトでの購
入、売却

情報の配信（ブログ、動画投稿等）

公的サービス・行政手続
（コンビニ端末での利用も含む。）

投 資 ・ 資 産 運 用

テ レ ワ ー ク

オ ン ラ イ ン 学 習

医 療 、 医 師 へ の 相 談

マ ッ チ ン グ サ ー ビ ス
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そ の 他

無 回 答
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問８で「利用している」と回答した人（4,437人）に、インターネット上で利用しているものについ

て、一人当たりの回答した個数をみると、「４個」が14.2％と最も高く、平均個数は4.9個となってい

る。（図2－3②） 

 

図2－3② インターネット上で利用しているもの（個数） 
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（４）インターネットでの予約や購入の頻度 

【問 10（１）で「１．商品・サービスの予約や購入」をしていると回答した方にお聞きします。】 

問 10(２) あなたは、インターネットでの商品・サービスの予約や購入をどの程度していま

すか。当てはまるものを 1つお選びください。 

 

問10(１)で「１．商品・サービスの予約や購入」と回答した人（3,311人）に、インターネットでの

商品・サービスの予約や購入をどの程度しているか聞いたところ、「週に１回以上」の割合が12.3％、

「月に２～３回程度」が32.2％、「月に１回程度」が24.0％、「数か月に１回程度」が22.4％、「半年に

１回程度」が4.2％、「１年に１回程度」が2.1％、「１年に１回未満」が1.7％となっている。 

年齢層別にみると、「週に１回程度」の割合は「30～39歳」（17.0％）が最も高く、次いで「40～49

歳」（15.1％）が高くなっている。一方、「15～19歳」（4.9％）が最も低くなっている。（図2－3③） 

 

図2－3③ インターネットでの予約や購入の頻度 

 

  

N

総 数 （3,311人)
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（５）インターネットでの予約や購入で心配なこと 
 

【問 10（１）で「１．商品・サービスの予約や購入」をしていると回答した方にお聞きします。】 

問 11 インターネットでの商品・サービスの予約や購入について、以下の（１）（２）のそ

れぞれについて、（ア）～（セ）のうち当てはまるものを全てお選びください。 

（１） 心配なこと 

（２） 実際に経験したこと 

 

問10(１)で「１．商品・サービスの予約や購入」と回答した人（3,311人）に、インターネットでの

商品・サービスの予約や購入について、心配なことを聞いたところ、「個人情報が漏えいや悪用されて

いる」の割合が58.7％と最も高く、次いで「商品・サービスが期待やイメージとは異なる」（55.0％）、

「粗悪品や不良品が届く」（52.5％）の順となっている。（複数回答、図2－4①） 

 

図2－4① インターネットでの予約や購入で心配なこと 

 

個人情報が漏えいや悪用されている

商品・サービスが期待やイメージとは
異なる

粗 悪 品 や 不 良 品 が 届 く

望まない広告メールが送られてくる

トラブル時に十分な対応や補償がない

解約方法が分かりにくい/解約を忘れて
しまう

苦 情 や 相 談 の 窓 口 が 分 か り に く い

商 品 が 送 ら れ て こ な い

苦情や返品を受け付けてもらえない

サイズや数量等を間違えて注文してし
まう

商品・サービスに関する情報が間違っ
ている

知らない間に定期購入になっている

知 ら ず に 高 額 の 契 約 を し て し ま う
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無 回 答

58.7

55.0
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問10(１)で「１．商品・サービスの予約や購入」と回答した人（3,311人）に、インターネットでの

商品・サービスの予約や購入で心配なことについて聞いたところ、「特にない」以外を選択した人のう

ち、一人当たりの回答した個数をみると、「０個」の割合が12.7％、「１個以上」は87.3％となってい

る。（図2－4②） 

 

図2－4② インターネットでの予約や購入で心配なこと（個数） 
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（６）インターネットでの予約や購入で実際に経験したこと 
 

【問 10（１）で「１．商品・サービスの予約や購入」をしていると回答した方にお聞きします。】 

問 11 インターネットでの商品・サービスの予約や購入について、以下の（１）（２）のそ

れぞれについて、（ア）～（セ）のうち当てはまるものを全てお選びください。 

（１） 心配なこと 

（２） 実際に経験したこと 

 

問10(１)で「１．商品・サービスの予約や購入」と回答した人（3,311人）に、インターネットでの

商品・サービスの予約や購入について、実際に経験したことを聞いたところ、「商品・サービスが期待

やイメージとは異なる」の割合が52.1％と最も高く、次いで「望まない広告メールが送られてくる」

（47.6％）、「サイズや数量等を間違えて注文してしまう」（31.8％）の順となっている。（複数回答、

図2－4③） 

 

図2－4③ インターネットでの予約や購入で実際に経験したこと 
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問 10(１)で「１．商品・サービスの予約や購入」と回答した人（3,311人）に、インターネットで

の商品・サービスの予約や購入で実際に経験したことについて聞いたところ、「特にない」以外を選択

した人のうち、一人当たりの回答した個数をみると、「０個」の割合が 19.3％で、「１個以上」は 80.7％

となっている。（図 2－4④） 

 

図2－4④ インターネットでの予約や購入で実際に経験したこと（個数） 
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（７）インターネットでの予約や購入で気を付けていること 

【問 10（１）で「１．商品・サービスの予約や購入」をしていると回答した方にお聞きします。】 

問 12 あなたは、インターネットでの商品・サービスの予約や購入で、気を付けていること

はありますか。 

（ア）～（ソ）のそれぞれについて、当てはまるものを１つずつお選びください。 

 

問10(１)で「１．商品・サービスの予約や購入」と回答した人（3,311人）に、インターネットでの

商品・サービスの予約や購入で、気を付けていることについて聞いたところ、以下の図のような結果

になった。 

（ア）～（ソ）の15項目で、「当てはまる（『とても当てはまる』＋『どちらかというと当てはまる』）」

の割合が高い順にみると、「口コミや評価を判断材料にする」が84.6％と最も高く、次いで「大幅に安

く販売されている場合は注意する」（82.0％）、「複数のサイトから情報を集め、信頼できるか確認する」

（79.0％）の順となっている。 

一方、「当てはまらない（『どちらかというと当てはまらない』＋『全く当てはまらない』）」の割合

が高い順にみると、「個人情報や履歴データ等の取扱いについて確認する」が46.8％と最も高く、次い

で「安全性に関する情報（対象年齢や認証マーク、使用方法、成分、消費期限等）を確認する」（42.6％）、

「取引条件や利用規約（解約や返品等）を確認する」（41.7％）の順となっている。（図2－5） 
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図2－5 インターネットでの予約や購入で気を付けていること 

 

※１ アフィリエイト広告とは、アフィリエイトプログラムを利用した成果報酬型の広告のこと。サイ

ト運営者（アフィリエイター）のウェブサイトに掲載されたバナー広告等を、サイト閲覧者がク

リックしたり、広告主のサイトにアクセスして商品を購入したりすると、広告主からアフィリエ

イターに成功報酬が支払われる。 

※２ ステルスマーケティングとは、広告主が自らの広告であることを隠したまま広告や宣伝をするこ

と。 
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（８）インターネットの広告や仕組みで便利だと感じるもの 
 

【問 10（１）で「１．商品・サービスの予約や購入」をしていると回答した方にお聞きします。】 

問 13 インターネットでの商品・サービスの予約や購入に際して、次のような広告や仕組

み、マーケティング手法等について、以下の（１）（２）のそれぞれについて、(ア)

～(サ)のうち当てはまるものを全てお選びください。 

（１） あなた自身にとって、便利だと感じるもの 

※例：欲しいものを見つけやすい、簡単に買物ができるなど 

（２） あなた自身にとって、不利益が生じるおそれがあると感じるもの 

※例：購買意欲があおられたり、衝動買いをしてしまったりする、 

比較検討や、契約条件の確認が不十分になる、 

個人情報やデータが利用されるなど 

 

問10(１)で「１．商品・サービスの予約や購入」と回答した人（3,311人）に、インターネットの広

告や仕組みで便利だと感じるものについて聞いたところ、「決済アプリと連携したポイント付与やクー

ポン」の割合が60.9％と最も高く、次いで「ポイントやランクが上がっていくキャンペーン」（55.0％）、

「検索結果の上位におすすめ商品が表示される仕組み」（48.5％）の順となっている。（複数回答、図2

－6①） 

 

図2－6① インターネットの広告や仕組みで便利だと感じるもの 

 

※ インフルエンサーとは、SNSでフォロワーを多数抱えているなど、主に SNSでの情報発信によって

世間に対して大きな影響を与える人物の総称のこと。  

決済アプリと連携したポイント付与やクー
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ペーン
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関連商品が表示される仕組み

入力を省略して、ワンクリック等で購入で
きる仕組み

動画・マンガ等の一部が無料公開されてい
る広告・キャンペーン

SNS上のつながりや関心を基に表示される広
告

インフルエンサー（※）による商品・サー
ビスの宣伝

年齢や性別、収入、居住地等に合わせて表
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（９）インターネットの広告や仕組みで不利益が生じるおそれがあると感じるもの 
 

【問 10（１）で「１．商品・サービスの予約や購入」をしていると回答した方にお聞きします。】 

問 13 インターネットでの商品・サービスの予約や購入に際して、次のような広告や仕組

み、マーケティング手法等について、以下の（１）（２）のそれぞれについて、(ア)

～(サ)のうち当てはまるものを全てお選びください。 

（１） あなた自身にとって、便利だと感じるもの 

※例：欲しいものを見つけやすい、簡単に買物ができるなど 

（２） あなた自身にとって、不利益が生じるおそれがあると感じるもの 

※例：購買意欲があおられたり、衝動買いをしてしまったりする、 

比較検討や、契約条件の確認が不十分になる、 

個人情報やデータが利用されるなど 

 

問10(１)で「１．商品・サービスの予約や購入」と回答した人（3,311人）に、インターネットの広

告や仕組みで不利益が生じるおそれがあると感じるものについて聞いたところ、「年齢や性別、収入、

居住地等に合わせて表示される広告（例：転職サイトやマッチングアプリ等）」の割合が57.8％と最も

高く、次いで「SNS上のつながりや関心を基に表示される広告」（57.6％）、「入力を省略して、ワンク

リック等で購入できる仕組み」（51.6％）の順となっている。（複数回答、図2－6②） 

 

図2－6② インターネットの広告や仕組みで不利益が生じるおそれがあると感じるもの 

 

※ インフルエンサーとは、SNSでフォロワーを多数抱えているなど、主に SNSでの情報発信によって

世間に対して大きな影響を与える人物の総称のこと。  
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（10）インターネットでの予約や購入で実際に目にしたり経験したもの 
 

【問 10（１）で「１．商品・サービスの予約や購入」をしていると回答した方にお聞きします。】 

問 14 以下の（１）（２）のそれぞれについて、(ア)～(シ)のうち当てはまるものを全てお

選びください。 

（１） あなたが、インターネットでの商品・サービスの予約や購入において、 

これまでに実際に目にしたり、経験したりしたもの 

（２） （１）で選んだもののうち、実際に商品・サービスの予約や購入、 

会員登録等につながったり、困ったりしたもの 

 

問10(１)で「１．商品・サービスの予約や購入」と回答した人（3,311人）に、インターネットでの

商品・サービスの予約や購入において、これまでに実際に目にしたり、経験したりしたものを聞いた

ところ、「『残りわずか』等、売り切れ間近のような表示」の割合が78.7％と最も高く、次いで「『●人

が閲覧中』や『●人が購入済み』等、他人の動向の表示」（72.0％）、「割引等の特典の有効期限をカウ

ントダウンで表示するタイマー」（61.7％）の順となっている。（複数回答、図2－7①） 

 

図2－7① インターネットでの予約や購入で実際に目にしたり経験したもの 

 

「残りわずか」等、売り切れ間近のよ
うな表示

「●人が閲覧中」や「●人が購入済
み」等、他人の動向の表示

割引等の特典の有効期限をカウントダ
ウンで表示するタイマー

解約までの手続やページが分かりにく
い

メールマガジンやセール情報の初期設
定が「購読」や「通知」になっていた

サイト閲覧中に何度も購入を促すポッ
プが出てきた

虚偽やステルスマーケティングと思わ
れる口コミや評価

解約方法が電話限りなのに、電話がつ
ながらない

お試し利用なのに、本来必要のない情
報まで入力が必要だった

セール価格だと思ったら、定期購入の
価格だった

勝手に不要な商品やオプションがセッ
トになっていた

特 に な い

無 回 答

78.7

72.0
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問10(１)で「１．商品・サービスの予約や購入」と回答した人（3,311人）に、インターネットでの

商品・サービスの予約や購入において、これまでに実際に目にしたり、経験したりしたものについて

聞いたところ、「特にない」以外を選択した人のうち、一人当たりの回答した個数をみると、「11個」

が12.6％で、「１個以上」は89.2％となっている。（図2－7②） 

 

図2－7② インターネットでの予約や購入で実際に目にしたり経験したもの（個数） 
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（11）インターネットで予約や購入等につながったり、困ったりしたもの 
 

【問 10（１）で「１．商品・サービスの予約や購入」をしていると回答した方にお聞きします。】 

問 14 以下の（１）（２）のそれぞれについて、(ア)～(シ)のうち当てはまるものを全てお

選びください。 

（１） あなたが、インターネットでの商品・サービスの予約や購入において、 

これまでに実際に目にしたり、経験したりしたもの 

（２） （１）で選んだもののうち、実際に商品・サービスの予約や購入、 

会員登録等につながったり、困ったりしたもの 

 

問10(１)で「１．商品・サービスの予約や購入」と回答した人（3,311人）に、インターネットでの

商品・サービスの予約や購入において、実際に商品・サービスの予約や購入、会員登録等につながっ

たり、困ったりしたものを聞いたところ、「特にない」（35.9％）を除くと、「解約までの手続やページ

が分かりにくい」の割合が25.7％と最も高く、次いで「メールマガジンやセール情報の初期設定が『購

読』や『通知』になっていた」（20.7％）、「『残りわずか』等、売り切れ間近のような表示」（17.0％）

の順となっている。（複数回答、図2－7③） 

 

図2－7③ インターネットで予約や購入等につながったり、困ったりしたもの 
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問10(１)で「１．商品・サービスの予約や購入」と回答した人（3,311人）に、インターネットでの

商品・サービスの予約や購入において、実際に商品・サービスの予約や購入、会員登録等につながっ

たり、困ったりしたものについて聞いたところ、「特にない」以外を選択した人のうち、一人当たりの

回答した個数をみると、「０個」の割合が49.5％で、「１個」が17.6％、「１個以上」は50.5％となって

いる。（図2－7④） 

 

図2－7④ インターネットで予約や購入等につながったり、困ったりしたもの（個数） 
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３ 「消費者事故・トラブル」について 

（１）トラブルや被害に遭
あ

う不安の程度 

問 15(１) あなたは、商品の購入やサービスの提供に伴う契約で、トラブルや被害に遭
あ

うお

それについて、どの程度不安を感じていますか。 

当てはまるものを１つお選びください。 

 

トラブルや被害に遭
あ

う不安の程度について聞いたところ、「不安を感じる（『非常に不安を感じる』

＋『不安を感じる』+『少し不安を感じる』」の割合は73.6％となっている。一方、「不安は感じない」

の割合は11.7％となっている。 

性別にみると、「不安を感じる」の割合は「男性」（72.4％）と「女性」（74.8％）で大きな差異はみ

られない。 

年齢層別にみると、「不安を感じる」の割合は「50～59歳」（81.0％）が最も高く、次いで「30～39

歳」（80.5％）が高くなっている。一方、「80歳以上」（52.6％）が最も低くなっている。（図3－1①） 

 

図3－1① トラブルや被害に遭
あ

う不安の程度 
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（２）トラブルや被害に遭
あ

う不安を感じる理由 

【問 15（１）で「１」～「３」と回答された方にお聞きします。】 

問 15(２) あなたが不安に感じる理由は何ですか。当てはまるものを全てお選びください。 

 

問15(１)で「不安を感じる（『非常に不安を感じる』＋『不安を感じる』+『少し不安を感じる』」と

回答した人（4,148人）に、トラブルや被害に遭
あ

う不安を感じる理由について聞いたところ、「法律や

契約に関する知識が乏しいため」の割合が65.1％と最も高く、次いで「情報があふれていて、正しい

情報を判断しにくいため」（57.3％）、「専門的な知識が必要なものは、自分で判断しにくいため」（55.7％）

の順となっている。（複数回答、図3－1②） 

 

図3－１② トラブルや被害に遭
あ

う不安を感じる理由 

 

  

(%) 
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（３）トラブルの対処法 

問 16 あなたは、商品・サービスの購入に関して、困ったことや、トラブルにあった際に、

どのように対処しますか。 

（ア）～（ケ）のそれぞれについて、当てはまるものを１つずつお選びください。 

 

インターネットでの商品・サービスの購入で、困ったことや、トラブルにあった際に、どのように

対処するか聞いたところ、以下の図のような結果になった。 

（ア）～（ケ）の９項目で、「当てはまる（『とても当てはまる』＋『ある程度当てはまる』）」の割

合が高い順にみると、「身近な人に相談する（家族、友人、同僚等）」が70.4％と最も高く、次いで「事

業者に問い合わせたり、交渉したりする」（64.0％）、「なるべく、自力で解決しようとする」（60.8％）

の順となっている。 

一方、「当てはまらない（『あまり当てはまらない』＋『ほとんど・全く当てはまらない』）」の割合

が高い順にみると、「地域の人に相談する（ボランティア、見守り活動、ヘルパー等）」が81.0％と最

も高く、次いで「対応しないままになったり、忘れてしまったりする」（72.1％）、「専門家に相談する

（弁護士等）」（71.1％）の順となっている。（図3－2） 

 

図3－2 トラブルの対処法 
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（４）悪質商法や詐欺
さ ぎ

に関する情報源 

問 17 あなたは、商品の安全や事故防止、悪質商法や詐欺
さ ぎ

に関する情報を、どこから（何

から）入手又は見聞きしていますか。 

以下の（１）（２）のそれぞれについて、(ア)～(ス)のうち当てはまるものをお選び

ください。 

（１） 情報を入手又は見聞きするものとして、当てはまるものを全てお選びください。 

（２） （１）で選んだもののうち、最も信頼しているものを１つだけお選びください。 

※例えば、最も信頼しているものが「SNS で入手している行政の情報発信」の場合、信

頼している理由が SNS で入手していることであれば「(カ) SNS」を、行政の情報発信

であることであれば「(コ) 行政の情報発信」を、お選びください。 

 

商品の安全や事故防止、悪質商法や詐欺
さ ぎ

に関する情報を、どこから（何から）入手又は見聞きして

いるかを聞いたところ、「テレビ・ラジオ」の割合が84.8％と最も高く、次いで「家族や友人等、身近

な人から得られる情報」（66.9％）、「インターネット（ニュースサイトやブログ等）」（61.0％）の順と

なっている。（複数回答、図3－3①） 

 

図3－3① 悪質商法や詐欺
さ ぎ

に関する情報源 
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商品の安全や事故防止、悪質商法や詐欺
さ ぎ

に関する情報を、どこから（何から）入手又は見聞きして

いるかについて、「特にない」以外を選択した人のうち、一人当たりの回答した個数をみると、「４個」

が17.9％と最も高く、「１個以上」は96.8％となっている。（図3－3②） 

 

図3－3② 悪質商法や詐欺
さ ぎ

に関する情報源（個数） 
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（５）悪質商法や詐欺
さ ぎ

に関する最も信頼している情報源 

問 17 あなたは、商品の安全や事故防止、悪質商法や詐欺
さ ぎ

に関する情報を、どこから（何

から）入手又は見聞きしていますか。 

以下の（１）（２）のそれぞれについて、(ア)～(ス)のうち当てはまるものをお選び

ください。 

（１） 情報を入手又は見聞きするものとして、当てはまるものを全てお選びください。 

（２） （１）で選んだもののうち、最も信頼しているものを１つだけお選びください。 

※例えば、最も信頼しているものが「SNS で入手している行政の情報発信」の場合、信

頼している理由が SNS で入手していることであれば「(カ) SNS」を、行政の情報発信

であることであれば「(コ) 行政の情報発信」を、お選びください。 

 

商品の安全や事故防止、悪質商法や詐欺
さ ぎ

に関する情報を入手又は見聞きしているもののうち、最も

信頼しているものを聞いたところ、「テレビ・ラジオ」の割合が26.9％と最も高く、次いで「家族や友

人等、身近な人から得られる情報」（13.9％）、「行政の情報発信（チラシや広報誌、公式サイトやCM等）」

（12.0％）の順となっている。（図3－3③） 

 

図3－3③ 悪質商法や詐欺
さ ぎ

に関する最も信頼している情報源 
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（６）購入商品や利用サービスでの消費者被害の経験 

問 18 あなたがこの１年間に購入した商品、利用したサービスについて、以下に当てはまる経験をした

ことはありますか。 

（ア）～（ク）のそれぞれについて、当てはまるものを１つずつお選びください。 

※ あなたが購入した商品、利用したサービスが原因で、家族・知人等が被害を受けた場合を

含みます。 

 

この１年間に、自分自身が購入した商品、利用したサービスについて、（ア）～（ク）の８項目の消

費者被害に当たる経験をしたことがあるか聞いたところ、以下の図のような結果になった。 

（ア）～（ク）の８項目で、「ある」の割合が高い順にみると、「商品の機能・品質やサービスの質

が期待よりかなり劣っていた」が12.8％と最も高く、次いで「表示・広告と実際の商品・サービスの

内容がかなり違っていた」（8.1％）、「思っていたよりかなり高い金額を請求された」（3.5％）の順と

なっている。他の５項目はいずれも３％未満となっている。（図3－5①） 

 

図3－5① 購入商品や利用サービスでの消費者被害の経験 
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が期待よりかなり劣っていた
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前回の調査結果と比較して、「ある」の割合は「商品の機能・品質やサービスの質が期待よりかなり

劣っていた」（12.0％→12.8％）が0.8ポイント増加している。（図3－5②） 

 

図3－5② 購入商品や利用サービスでの消費者被害の経験（時系列） 
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この１年間に、自分自身が購入した商品、利用したサービスについて、（ア）～（ク）の８項目の消

費者被害に当たる経験をしたことがあるかという質問に対して、一人当たりの「ある」と回答した個

数をみると、「０個」の割合が82.8％、「１個」が7.4％、「２個」が5.8％で、「１個以上」は17.2％と

なっている。 

前回の調査結果と比較して、「１個以上」の割合は0.3ポイント増加している。（図3－5③） 

 

図3－5③ 購入商品や利用サービスでの消費者被害の経験（個数） 
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（７）被害事例数 

問 19 問 18 で「１．ある」とお答えいただいたこの１年間での経験について、以下の記入欄に御回

答ください。 

記入欄は A～Ｄの４つ用意していますので、最大４事例について御記入いただけます（事

例がない場合は空欄としてください。）。【別紙】の記入例を参考に御記入ください。 

 

 この１年間に、自分自身が購入した商品、利用したサービスについて、消費者被害に当たる経験を

したことがあると回答した人（970人）に、その被害事例数を聞いたところ、１事例の割合が53.7％、

２事例の割合が9.2％、３事例の割合が2.2％、４事例の割合が1.6％で、平均事例数は1.3事例となっ

ている。 

 過去の調査結果と比較すると、以下の図のような結果になった。（図3－6） 

 

図3－6 被害事例数 

 
この１年間に購入した商品、利用したサービスについて、 
消費者被害経験が「ある」と回答した人（970人）の被害事例件数を集計した結果である。 
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（８）被害を受けた商品・サービス 

問 19 問 18で「１．ある」とお答えいただいた経験についてお聞きします。 

① 商品・サービスの名称 

 

 消費者被害に当たる経験をしたことがあると回答した人（970人）に、その被害事例を聞いたところ、

回答者数は647人、被害事例数は826件であった。その件を商品・サービス別に分けたところ、「商品に

関するもの」の割合が62.6％、「サービスに関するもの」の割合が11.7％となっている。 

前回の調査結果と比較して、「商品に関するもの」（68.9％→62.6％）が6.3ポイント減少している。

（図3－7①） 

 

図3－7① 被害を受けた商品・サービス（商品・サービス別） 

 
この１年間に購入した商品、利用したサービスについて、消費者被害経験が「ある」と回答 
した人（970人）のうち、647人が記入した826件の被害事例件数を集計した結果である。 

 

 

被害事例数826件のうち「商品に関するもの」の品目を割合が高い順にみると、「保健衛生品（薬、

メガネ、電気治療器、化粧品、シャンプー、美容器具、殺虫剤、ちり紙等）」が11.1％と最も高く、次

いで「衣料品（洋服、下着等）」（10.7％）、「住居品（洗濯機、ミシン、掃除機、洗剤、冷暖房機器、

カーテン、照明器具、消火器等）」（6.4％）の順となっている。 

前回の調査結果と比較して、「食料品（外食や出前は除く。）」（10.8％→5.8％）が5ポイント減少し

ている。（図3－7②） 
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図3－7② 被害を受けた商品・サービス（商品に関するもの・品目別） 

 
この１年間に購入した商品、利用したサービスについて、消費者被害経験が「ある」と回答 
した人（970人）のうち、647人が記入した826件の被害事例件数を集計した結果である。 
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被害事例数826件のうち「サービスに関するもの」の品目の割合は、「放送・通信（テレビ、電話、イ

ンターネット等）」が2.3％と最も高くなっている。 

前回の調査結果と比較して、「放送・通信（テレビ、電話、インターネット等）」（3.4％→2.3％）が

1.1ポイント減少している。（図3－7③） 

 

図3－7③ 被害を受けた商品・サービス（サービスに関するもの・品目別） 

 

この１年間に購入した商品、利用したサービスについて、消費者被害経験が「ある」と回答 
した人（970人）のうち、647人が記入した826件の被害事例件数を集計した結果である。 
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（９）被害を受けた商品・サービスの販売・購入形態 

問 19 問 18で「１．ある」とお答えいただいた経験についてお聞きします。 

③販売・購入形態 

 

被害事例数826件を販売・購入形態別に分けたところ、「インターネット取引での通信販売（オーク

ション・フリマを含む。）」の割合が50.7％と最も高く、次いで「インターネット取引以外の通信販売

（カタログ通販・テレビショッピング等）」（17.3％）となっている。 

前回の調査結果と比較して、「店舗」（26.9％→15.1％）が11.8ポイント減少している。（図3－8） 

 

図3－8 被害を受けた商品・サービスの販売・購入形態 

 
この１年間に購入した商品、利用したサービスについて、消費者被害経験が「ある」と回答 
した人（970人）のうち、647人が記入した826件の被害事例件数を集計した結果である。 

 

（注1）令和３年度11月調査では、「通信販売（インターネット取引(オークション含む。)）」、令和２年度11月調査で

は、「通信販売（インターネット取引）」 

（注2）令和３年度11月調査では、「通信販売（インターネット取引を除く）」  
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本項目の過去の調査結果は、以下の図のとおりである。 

 

〔参考〕 被害を受けた商品・サービスの販売・購入形態（平成28年～令和元年） 
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（10）被害を受けた商品・サービスのクレジットカード決済の有無 

問 19 問 18で「１．ある」とお答えいただいた経験についてお聞きします。 

④クレジットカード決済の有無 

 

 被害事例数826件をクレジットカード決済の有無で分けたところ、「なし（現金支払等）」の割合は

27.2％となっている。「あり（一括支払）」（50.8％）と「あり（分割支払）」（5.6％）を合わせた「（ク

レジットカード決済）あり」の割合は56.4％となっている。 

前回の調査結果と比較して、「なし（現金支払等）」（32.6％→27.2％）が5.4ポイント減少している。

（図3－9） 

 

図3－9 被害を受けた商品・サービスのクレジットカード決済の有無 

 
この１年間に購入した商品、利用したサービスについて、消費者被害経験が「ある」と回答 
した人（970人）のうち、647人が記入した826件の被害事例件数を集計した結果である。 
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（11）被害を受けた商品・サービスの金額 

問 19 問 18で「１．ある」とお答えいただいた経験についてお聞きします。 

⑥商品･サービスの金額 

 

被害事例数を商品・サービスの金額別に分けたところ、「10,000円～49,999円」の割合が20.9％と最

も高く、次いで、「1,000～4,999円」（19.4％）、「5,000～9,999円」（11.1％）の順となっている。 

なお、平均金額は66,854円となっている。 

前回の調査結果と比較して、平均金額（99,546円→66,854円）は約33,000円減少している。（図3－

10） 

図3－10 被害を受けた商品・サービスの金額 

この１年間に購入した商品、利用したサービスについて、消費者被害経験が「ある」と回答 
した人（970人）のうち、647人が記入した826件の被害事例件数を集計した結果である。 

 

０ 円

１ ～ 999 円

1,000 ～ 4,999 円

5,000 ～ 9,999 円

10,000 ～ 49,999 円

50,000 ～ 99,999 円

100,000 円 以 上

無 回 答

平均金額：

今   回   調   査　=66,854円

令和３年 11月調査　=99,546円

令和２年 11月調査　=207,213円

令和元年 11月調査　=151,332円

平成30年 11月調査　=282,163円

1.0

3.8

19.4

11.1

20.9

3.6

6.1

34.1

0.5

5.6

18.5

13.5

16.6

4.1

6.9

34.3

0.5

5.3

29.3

13.9

13.8

2.6

4.4

30.3

1.7

10.5

19.2

9.1

17.4

5.1

9.7

27.4

0.7

9.5

20.1

13.1

21.7

4.1

10.6

20.1

0 10 20 30 40 50

今 回 調 査
(被害事例数=826件、記入者=647人)

令和３年 11月調査
(被害事例数=772件、記入者=614人)

令和２年 11月調査
(被害事例数=776件、記入者=638人)

令和元年 11月調査
(被害事例数=650件、記入者=537人)

平成30年 11月調査
(被害事例数=557件、記入者=478人)

(%)



- 53 - 

（12）被害を受けた商品・サービスの既支払額 

問 19 問 18で「１．ある」とお答えいただいた経験についてお聞きします。 

⑦ ⑥のうち既に支払った金額 

 

被害事例数826件を商品・サービスの既支払額別に分けたところ、支払った金額は「なし」の割合が

13.6％、「全部」が61.4％、「一部」が3.5％となっている。 

前回の調査結果と比較して、「なし」（8.7％→13.6％）が4.9ポイント増加している。（図3－11） 

 

図3－11 被害を受けた商品・サービスの既支払額 

 
この１年間に購入した商品、利用したサービスについて、消費者被害経験が「ある」と回答 
した人（970人）のうち、647人が記入した826件の被害事例件数を集計した結果である。 
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（13）被害を受けた商品・サービスについての相談又は申出の有無 

問 19 問 18で「１．ある」とお答えいただいた経験についてお聞きします。 

⑧相談又は申出の有無  

 

被害事例数826件を相談又は申出の有無で分けたところ、相談又は申出を「した」の割合が43.7％、

「誰にもしていない」が40.8％となっている。 

前回の調査結果と比較して、「した」（37.2％→43.7％）が6.5ポイント増加している。（図3－12） 

 

図3－12 被害を受けた商品・サービスについての相談又は申出の有無 

 
この１年間に購入した商品、利用したサービスについて、消費者被害経験が「ある」と回答 
した人（970人）のうち、647人が記入した826件の被害事例件数を集計した結果である。 
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（14）被害を受けた商品・サービスについての相談又は申出をした相手 

問 19 問 18で「１．ある」とお答えいただいた経験についてお聞きします。 

⑨相談又は申出をした相手  

 

相談又は申出をした被害事例（361件）について、相談又は申出をした相手は「家族、知人、同僚等

の身近な人」が42.7％と最も高く、次いで「商品やサービスの提供元であるメーカー等の事業者」（35.7

％）、「商品・サービスの勧誘や販売を行う販売店、代理店等」（23.8％）の順となっている。 

前回の調査結果と比較して、「家族、知人、同僚等の身近な人」（46.0％→42.7％）が3.3ポイント、

「商品やサービスの提供元であるメーカー等の事業者」（39.0％→35.7％）が3.3ポイントそれぞれ減

少しており、「商品・サービスの勧誘や販売を行う販売店、代理店等」（23.0％→23.8％）が0.8ポイン

ト増加している。（複数回答、図3－13） 

 

図3－13 被害を受けた商品・サービスについての相談又は申出をした相手 

 
647人が記入した826件の被害事例数のうち、相談又は申出をした361件を集計した結果である。 
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